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令和６年度学校教育研究科高度学校教育実践専攻 

芸術・体育系教科実践高度化コース 保健体育科教育実践分野 

保健体育科教育コース 

 学修成果最終報告会・学修構想発表会 
 

１．日時：令和 7 年 2 月 2 日（日）13:00～16:30  

２．場所：鳴門教育大学 E202  

３．日程 

（１）開会の辞  コース長 南隆尚 

（２）口頭発表  最終報告会：一人 30 分（発表時間 15 分，質疑 15 分） 

 構想発表会：一人 15 分（発表時間 10 分，質疑 5 分） 

（３）閉会の辞 大学院教務委員 泉彩夏 

 

発表者 指導教員 開始時間 論文題目 

神田 啓吾 湯口 雅史 13:05 
子どもが主体性を発揮する ICT を活用した授業実践報告 
〜リズムダンスにおける TikTok の活用～ 

北尾 陸人 湯口 雅史 13:35 中学校体育における男女共習授業の実践ーゴール型ゲームを通してー 

佐藤 謙誠 松井 敦典 14:05 
剣道指導における動作解析アプリケーションの活用と 

それによるフィードバックの効果 

船田 光希 松井 敦典 14:35 
女子サッカー専攻学生のトレーニングにおける活動パラメーターの活用と 

それによるフィードバックの効果 

休憩 10 分 

江口 凜 湯口 雅史 15:15 
児童が主体的に取り組むための教師の関わり 
-教師中心から子ども中心へ- 

杉本 博則 湯口 雅史 15:30 
子ども自ら粘り強く考えつづけることができる授業実践 
-教師の手立てに着目して- 

灘野 大輔 湯口 雅史 15:45 
主体的・対話的で深い学びを実現する授業 
-共感性に着目して- 

原 健太郎 湯口 雅史 16:00 
「今持っている力で楽しむ」をキーワードにした授業実践 
-子どもの技能差に着目して- 
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子どもが主体性を発揮する ICT を活用した授業実践報告 

〜リズムダンスにおける TikTok の活用をめぐって〜 

高度学校教育実践専攻 教科・総合系 

保健体育科教育コース 実習責任教員 湯口  雅史 

神 田 啓 吾 実習指導教員 松井  敦典 

キーワード: リズムダンス，ICT，TikTok，社会構成主義 

1 研究課題 

1.1 課題研究の動機 

 私は，2023 年に徳島市内の K 小学校で課題設

定 FW に参加した。配属学年は 5 年生で，体育の

授業実践を 2 回行った。授業実践では，表現運

動における「はげしい動きの世界」を題材とし

た授業を行った。授業実践では，事前に「はげ

しい動き」にまつわる言葉のアンケートを実施

し，その結果を基にイメージカードを作成し１

時間目の授業で活用した。グループごとにイメ

ージカードの場所に行ってカードをめくった際

に記載されている言葉を即興的に表現するとい

う活動を行った。児童の様子を観察すると，表

現の仕方に困っている児童や固まっている児童

の姿が多く見られた。また，授業前や授業中の

児童の発言からも「恥ずかしい」や「どう表現

すれば良いかわからない」などの声が多く上が

った。１時間目の児童の様子を踏まえて，授業

方法を考え直し，ゼミ教員と表現運動の授業の

あり方について考え直した。そこで，動画投稿

サイトの「TikTok」を活用してみてはどうだと

いうことで，15 秒〜1 分程度のダンス動画を投

稿できる TikTok を活用した授業を構想した。流

行りの曲を使ったダンスを児童のタブレットに

入れた。見本動画を見ながらグループで取り組

んでみたいダンスに挑戦するという活動を行っ

た。実際に授業を行うと，１時間目と違った児

童の様子が感じられた。特に，全体で行うこと

の共有をしているときに，児童がスクリーンを

見ながら振り付けを真似する様子が見られ，

TikTok 活用の可能性を感じた。児童の授業の様

子を観察すると，１時間目に表現の仕方がわか

らず固まっていた児童も，2 時間目は，他者と

一緒に表現運動に取り組む姿が見られた。児童

の中には，「休み時間もやりたい」と言って表現

運動に意欲的な姿勢が見られた。このようなこ

とから，TikTok を活用した表現運動の授業を行

うことで，児童の表現運動に対する難しさを軽

減するだけでなく主体的に学習に取り組むこと

ができる可能性を見出すことができた。 

1.2 課題研究の目的 

急激に変化する現代において，児童一人一人

が自分のよさや可能性を認識するためには，自

ら考え行動する力や他者と協働しより良い方法

を模索しながら課題に立ち向かう力が必要であ

る。中央教育審議会が出した指針の中には，「全

ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な

学びと，協働的な学びを実現するためには，ICT

は必要不可欠」であると述べている。そこで，

課題設定 FW で実践した TikTok を活用したダン

ス授業を単元通して行うことで，児童には，ダ

ンスが踊れるおもしろさではなく，リズムにの

って自分なりに踊るリズムにのるおもしろさを

学習を通して感じてほしい。そのためには，こ
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れまでの研究では，発表会の実施が肯定的に捉

えられてきた中で，発表会を実施しないことで

児童が授業にどのように取り組むのかを目的と

する。 また，教師として効果的な活用方法と教

材開発を行うことで，児童が主体的に参加でき

る授業を構想・実践できる授業実践力や学級経

営力，教科・領域内容研究力を成長させていき

たいと考えた。 

2 課題研究プロセスの実際 

2.1 ICT 環境の整備状況 

 文部科学省（2024）が行った「令和５年学校

における教育の情報化の実態に関する調査結果

（概要）」では，徳島県の ICT の整備状況は，1

人 1.0台と整備は進んでいることがわかる。し

かし，1人 1台端末の確保は進んでいるものの

課題設定 FW や教科教育 FWⅠにおいてインター

ネットの接続状況や端末の故障といった課題が

見つかった。 

2.2 主体性の評価 

 鈴木（2019）は，主体性の評価について，結

果から評価するのではなく，プロセスこそが主

体性の評価に重要であると述べている。また，

「学んだ力」と「学ぶ力」を分類した考察か

ら，教科が好き・嫌いに関わらず，自分自身の

特徴や目標に向かって考え，より良い方法につ

いて自分なりに工夫して取り組んでいる状況が

主体的に学んでいるということではないだろう

かと考えた。 

2.3 ダンス発表会の意義 

 栫ら（2014）は，体育科の学生を対象に発表

が気分・感情に及ぼす影響についての研究をお

こなっており，発表は「ダンスに対する『楽し

さ』や『生き生きする』といったポジティブな

イメージを上昇させた」と報告している。 

  内山（2023）は，大学におけるダンス発表会

の意義についての研究を行い，「ダンス発表会

は自己形成のためのリソースを得られ、これら

のリソースを形成することによって好循環サイ

クルをつくることができ、人間として成長を約

束する意義ある機会」と報告している。 

このようにダンスにおける発表会の実施につ

いて多くの研究が行われ，発表会を実施するこ

とで，達成感や楽しさを味わうことができるな

ど肯定的な意見が述べられている。 

一方で，小溝（2021）のダンス発表会に関す

る投稿には，習い事や演技として取り組むダン

スは，誰かに見てもらうといった見せる表現で

ある。一方で，授業におけるダンスは，「表現

することそのものの楽しさ」を味わわせること

から，発表会で他者から褒められる気持ちよさ

を味わわせる習い事や演技のような表現とは異

なるということがわかる。また，発表会の実施

は，ダンスの振り付けを完璧に覚えることがで

きて初めて人前で自信をもって踊ることができ

るが，発表会の実施までの期間で十分に振り付

けを覚えることができなかった児童は，発表会

は，周囲からダンスの出来栄えを見られること

になり自信をもって踊ることができない上，踊

れないことに対する恥ずかしさを強く感じダン

スに対して否定的な感情になってしまう。 

このように，発表会の実施は授業における目

的が変わってしまうと考えた。 

2.4 社会構成主義の立場からの授業構想 

 松田（2016）は，「運動の特性には『当事

者』『観察者』のどちらで捉えるかという軸

と，『主観』『客観』のどちらから特性を捉える

かという二つの軸の視点が運動の特性を捉える

ときに影響を及ぼしている」ということを参考

に 4 象限に分けた学習観の１つである「本質

的なおもしろさ」に迫る社会構成主義の授業を
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行い，主体的な参加につながる授業について検

討していくこととした。  

3 教科教育 FWⅠ 

 授業実践を通して，教師が児童に考えさせた

いことや学習の「問い」が上手く伝えられずど

のような活動をして良いのかわからないまま授

業を行うことになってしまった。また，児童が

学習の「問い」や運動の「おもしろいコト」に

ついて教師と相互理解していないと主体的な学

びに繋がらない。 

これらのことから，教師として「主体性を発

揮するための授業づくり」，「児童の考えや挑戦

を引き出す言葉かけ」，「おもしろいコトの共有

の仕方」などが課題であるとわかった。上記の

課題をもって FWⅡの授業実践に活かすことと

した。 

4 教科教育 FWⅡ 

4.1 授業実践に向けた取り組み 

 FWⅡでは，臨時講師兼実習生という立場に変

わり，表現運動の単元までの期間の体育授業を

通して気づいたことを課題授業に生かすことと

した。 

4.2 授業①の学びと反省 

授業①は，陸上運動領域（短距離・リレ

ー））の授業を行った。授業を通して，「本質的

なおもしろさに迫るための授業づくり」や「児

童の運動に対する姿勢」について観察を行い授

業を展開した。単元を通した問いとして，「ど

うすればスピードを落とさずにバトンをゴール

まで運べるか」と提示した。活動では、「スピ

ードを落とさない方法」について考える時間を

とることで，児童が運動の本質に迫ることがで

きるように授業を展開した。 

 授業では，児童が実践して気づいたことを共

有しながら学習を展開しようと心がけたが，教

師の期待が強くなってしまい「どうすればバト

ンパスの時にスピードを落とさずに受け渡しで

きるかな」といった言葉かけをしてしまい児童

の思考を奪い教師が提示した課題について考え

る課題解決型の授業になってしまった。 

4.3 授業②の学びと反省 

 授業②は，ボール運動領域ゴール型（タグラ

グビー）の授業を行った。タグラグビーの授業

では，児童の主体的な学びに繋がるように，教

師の関わり方は，児童の意見や作戦において

「何故そう考えたのか」を基本に，「どうだっ

た」や「もっと良くするにはどうすれば良いか

な」など児童の考えを肯定しながら，「より良

くする方法」について一緒に考えるようにし

た。授業を通して，児童が考えたことや取り組

んだことを全体に共有することで，動き方がわ

からない児童は，チームメイトや相手の動きを

観察しゲームに取り組むことができるなど，教

師の関わり方で，児童の行動に変化が見られる

ことが分かった。 

4.4 授業実践のふり返り  

 リズムダンスの授業実践では，事前アンケー

トを行い，半数あるいはクラスの 3 分の 1 の人

数がダンスに対して「あまり好きではない」

「嫌い」といった否定的な意見をもっているこ

とがわかった。また授業における期待と不安に

関する質問項目では，「見られるのが恥ずかし

い」，「振り付けを覚えられるか心配」や「ふり

付けを間違えたらどうしよう」などの意見が拝

見できる結果であった。さらに，授業実践前に

児童と廊下ですれ違った際に，「これから行う

リズムダンスは，どんなことするの？発表会と

かあるん？私は発表会あるんやったらその日だ

け休む」と言われた。このような結果をもと

に，授業構想を行った。 
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① 課題授業の概要 

 第 5 学年表現運動領域「リズムダンス」の授

業（5 時間単元）を実践した。この運動領域の

「本質的なおもしろさ」を「リズムに乗って踊

ること」と捉え，単元を構想した。授業実践で

は，児童が主体性を発揮できるように，自分が

踊りたいダンス動画を選択し「リズムに乗って

踊ること」に挑戦するという授業を考えた。課

題設定 FW での気づきや事前アンケートの結果

を参考に，表現に対する苦手意識をなくすため

には，発表会は実施しなかった。発表会で他者

に見せる達成感よりも「リズムにのる・合わせ

る」ことに対して自分なりに工夫して取り組む

ことを重要視した。また，教師からの言葉かけ

では，児童の意見や取り組みを尊重し児童一人

一人が考えて取り組めるように意識した。 

②分析方法 

分析は，教師のふり返り及び児童の毎時間の

ふり返りの記述をもとに，樋口（2014）が開

発・公開している分析用フリー・ソフトウェア

KH Coderを使用し，テキストマイニング法で

分析・考察していくこととした。 

③考察 

 単元序盤は，「難しい」という語が多くその

前後の文を見ても振り付けが覚えるのが難しい

といった踊れることが善という意識が強いこと

が明らかであった。授業を重ねるごとに，徐々

にリズムダンスの捉え方も変化して，「難し

い」という語の前後の文を見ると，「難しいけ

ど楽しい」「難しい振り付けをかえた」「難しい

ダンスに挑戦できて楽しかった」などの言葉か

ら児童が自分なりにアレンジしたり難しいダン

スに自分から挑戦するなどダンスに主体的取り

組めていることが解釈できる。また，「家で練

習してきた」と言って，ダンスに主体的に取り

組む児童が見られた。今回の授業実践では，発

表会を実施しなかったが，実施しなかったこと

で不安を抱えることがなく，毎時間の活動に意

欲的に取り組むことができたのではないかと考

える。しかし，児童の最後の授業の記述に，

「自分のダンスを見てもらいたい」「人前で踊

れそうな気がする」といった意見が出てきたこ

とから，希望者のみ踊っている様子を他者に見

てもらう機会を設けてもよかったと感じた。 

5 まとめと今後の展望 

①まとめ 

 苦手意識をもつ児童が多い領域である表現

運動・リズムダンスにおいて，TikTok を活用

することで，児童の興味関心に基づいた単元を

構想できるだけでなく，自分なりに振り付けを

アレンジする児童や難しい題材に挑戦する児童

が見られるなど，主体的にダンスに取り組む児

童が増えることがわかった。 

②今後の展望 

児童が主体性を発揮する要因は様々で，例え

授業の参加の仕方が外発的動機づけによるもの

だとしても，児童に合った問いや言葉かけを行

い，内発的動機づけによる参加へと変化させら

れるような授業を行っていく。また，教師が児

童の思考を奪わないために，「なぜ上手くいっ

たのか」を児童に問うことで，児童の思考を引

き出すだけでなく，児童の思考を整理するな

ど，児童を主として関わっていきたい。 

6 引用・参考文献 

１）文部科学省 小学校学習指導要領 

（平成２９年告示）解説体育編 

２）文部科学省 GIGAスクール構想の実現へ 

３）松田（2016）「遊び」から考える体育の学習

指導 創文企画 P 22 
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中学校体育における男女共習授業の実践 

―ゴール型ゲームを通してー 

高度学校教育実践専攻 

保健体育科教育コース                実習責任教員 湯口 雅史 

氏名 北尾 陸人                  実習指導教員 南  隆尚 

 

 

1 課題研究の実際 

1.1 課題研究の動機 

 筆者が大学院 1 年次に参加した主免教育実

習では、中学校２・3 年生の女子を対象にベ

ースボール型の授業を 10 時間担当した。実

習校は小規模校であり、男女別習で行ってし

まうと、1 クラスの人数が 10 人にも満たない

状況となった。筆者がベースボール型の授業

を行うことが決まった際、指導教員の先生か

ら「男女一緒にしても良い」と助言をいただ

いたが、当時、筆者自身が男女共習で体育の

授業を受けた経験がなかったため、女子のみ

の授業を担当することにした。その結果、体

力や技能面で男子よりも劣る女子に対して授

業を行う難しさを感じるようになった。特に、

ルールが全く分からない生徒やベースボール

型に関する興味・関心と経験のなさを目の当

たりにした。「どうすればボールに対する恐

怖心や複雑なルールを簡略化できるか」とい

う点において、自分なりに運動が苦手な生徒

の視点に立って授業の工夫を行った。 

 大学に戻り実習を振り返った際、「用具や

ルールを工夫すれば、当時指導教員に提案さ

れたように、男女共習で授業を行うことが可

能だったのではないか」と考えるようになっ

た。 

 

1.2 課題研究の目的 

 平成 29 年に告示された中学校学習指導要

領の解説保健体育編には、「体力や技能 

 

 

 

 

の程度、性別の違い等にかかわらず、仲間と

ともに学ぶ体験は、生涯にわたる豊かなスポ

ーツライフの実現に向けた重要な学習の機会

であることから、体育の授業は原則として男

女共習で行うべきである」¹⁾と示されている。

この学習指導要領に基づく考え方や、大学院

での学びを深める中で、筆者は、授業に参加

する生徒が「いつでも・どこでも・誰とでも」

楽しんで運動できる体育授業を実践したいと

考えるようになった。 

 

2 課題研究プロセスの実際 

2.1 中学校学習指導要領の変遷 

 平成 29 年に告示された中学校学習指導要

領解説保健体育編から、「共生の視点を重視

して改善を図ること。」²⁾と記されるようにな

った。それ以前は、平成元年、平成 10 年、

平成 20 年に告示された中学校学習指導要領

保健体育編には、男女共習や共生に関する文

言は記されていない。 

2.2 男女共習の有効性 

 加藤、佐藤（2003）らは、「昨今体育・ス

ポーツ界においてもジェンダーに関する話題

が注目されており、誰もが性別に囚われるこ

となくスポーツに関わることができる社会の

実現や、共生社会の実現を目指す上でも男女

共習授業は重要な役割を担う」³⁾と示してい

る。 

2.3 男女共習のなかの別習 

 昨年度（R5）、実写が参加した主免教育実
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習や課題設定 FW において、観察した体育授

業は、導入部分は男女一緒に行い、その後の

展開やゲームの部分では男女別習に切り替え

て授業が展開されていた。これは、佐野⁴⁾が

指摘する「男女共習のなかの別習」に該当す

る。例えば、バスケットボールで男女が同じ

授業を受けるが、ゲームの際に男子同士の試

合・女子同士の試合を行う場合である。 

2.4 男女別習授業が行われる原因 

 体育授業が男女で行われる原因について、

栫（2023）は、「中学校以降、男女によって

体力や技能に差が見られるようになるため、

指導内容が異なる男女別習の状態で指導が行

われてきた」⁵⁾と述べている。さらに、加藤、

佐藤（2023）⁶⁾らは、「自身の中学生時代の

男女共習体育授業経験と有意な関連が示され、

学生として男女共習体育授業を経験したか否

かが、その後の授業実施に影響を与える」と

明らかにしている。 

 

3 FWⅠ 

3.1 授業観察 

 FWⅠで体育授業の中で生徒同士の関わり

の様子を男女共習の視点で観察した。単元は

主に体力テスト、バレーボールであった。そ

の他にも教室で給食や清掃、学活などの活動

を通して生徒の様子や男女間の関わりなども

観察した。 

3.2 授業実践 

 第 2 学年球技ネット型「バレーボール」の

授業を 1 時間行った。ボールは日本バレーボ

ール協会推薦の小学校教材用のソフトバレー

ボールを使用した。授業のめあてを「どうす

れば相手コートにボールを落とすことができ

るだろう」と設定し、ネットを挟んでのボー

ルの落とし合いに夢中になれるように授業を

行った。 

 

４ FWⅡ 

4.1 授業実践 

 FWⅡでは、2・3 年生の球技ゴール型の単

元を 25 時間行った。筆者の意図は生徒が授

業を通して、全員参加を促し、男女でゴール

型ゲームを楽しめることを目標とした。男女

共習で行うために、男女間の技能差に着目し、

得意な生徒も苦手な生徒も今持っている力で

楽しめるように授業を考えた。ルールは、オ

ランダで生まれた男女混合ゴール型競技のコ

ーフボールを参考にしてバスケットはと融合

させ、「ミックスバスケットボール」と名前

を付けた。 

〈コーフボールの特徴〉 

オランダ発祥のスポーツ。コーフボールの大

きな特徴は男女混合（1 チーム男女各 4 人の

計 8 人）で行うこと。バスケットボールに似

ているが、ドリブル禁止のためパス中心のゲ

ーム展開になる。ドリブルが禁止されている

ので、頭をあげてパスを出す相手をしっかり

探せるため、「空間的知覚」を学習する教材

にも適している。 

〈コーフボールの簡単なルール〉 

・ドリブル禁止。 

・ボールを持ってから移動できるのは 2 歩ま

で。 

・シュートはどこからでも打てるが、どこか

ら打っても 1 ポイント。 

・試合は男女混合で行うが、異性をマークす

ることは禁止。 

・接触プレーは禁止。 

 上記を参考にミックスバスケットボール

のルールを考えた。ゴール型ゲームを行う際

に、男女の接触からくる怪我の危険性を取り
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除くために、異性へのマークを禁止すること

で同じコート上であっても男女の接触をなく

すことができるのではないかと考えた。さら

に技能面で苦手な生徒でも落ち着いてプレー

できるように、ボール保持者からボールを奪

う行為（接触）を禁止した。男女差だけでな

く得意な生徒と苦手な生徒の差を埋めるため

にドリブルを禁止することにした。パス主体

のゲーム展開が予測でき、全員がプレーに関

与できるのではないかと考えた。ゲームを通

して空いた空間への動き（オフザボールの動

き）を学習することもできる。 

 

4.2 男女共習授業の検討 

①日録の記録 

 毎時間の生徒の様子や気づいたことの授業

記録を日録に記録し、検討をする。 

②テキストマイニングの活用 

 データは毎時間終了後に生徒に「振り返り

シート」を記入してもらい、テキストデー

タ化することにした。分析はテキストマイ

ニ ン グ で 行 っ た 。 使 用 し た ソ フ ト は

KHCoder（フリーソフト）を使用した。

また、KWIC コンコーダンスの機能を使い、

共起ネットワーク図では解釈できなかった

語や解釈が異なる語の、前後の語を抽出し、

より正確に解釈するために必要に応じて使

用した。 

③アンケート 

 単元前と単元後の生徒のアンケートから意

識や思考の変化、男女共習についての記述

を取り上げる。 

5 考察（2 年 B 組） 

 単元終了後の事後アンケートの記述をテキ

ストマイニングし、共起ネットワーク図に

表した。「バスケ」が中心性を示し、「ルー

ル」と強い関係性を持っている。その周辺

に「男女」「混合」「違う」「プレー」が配

置している。これらから、生徒はいつもの

バスケットボールのとのルールの違いや男

女混合であることを意識して取り組んでく

れていたのではないかと考えた。また、

「考える」に「ボール」「取る」「自分」が

関係性を持っており、その周辺に「パス」

が配置している。これは、パスを回したり、

カットしたりするためにボールや相手の動

きを見ながら考えてプレーすることができ

ていたのではないかと考えた。さらに、

「シュート」に「入る」「嬉しい」が強い

関係性を持っていることから、シュートを

入れることに嬉しさを感じていると解釈し

た。「楽しい」が 11 回出現していることか

ら単元が進むにつれてポジティブに授業に

取り組んでくれたのではないかと考えた。

その結果としても事前アンケートでは「楽

しくない」と答えていた生徒が 9 人から、

事後アンケートでは 2 人になった。特に女

子の全員が「楽しい」と回答しており、男

女共習授業の成果と言えるのではないだろ

うか。 

 

6 まとめ 

6.1 授業実践を振り返って 

 FWⅡにおいて男女共習のミックスバスケ

ットボールの授業を 4 クラスで行い、有効で

あると感じたことは 5 つある。 

 1 つ目はスポーツを楽しむことのできる授

業づくりである。今回の授業実践では得点板

を設置せず、勝敗を意識させないことを心掛

けた。そうすることで生徒は、勝つためにプ

レーするのではなく、勝敗関係なくゲームそ

のものに夢中にさせることができる。また、
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男女共習で行うことによって、「いつでも、

どこでも、誰とでも」楽しむことのできる基

礎を養っていけるのではないかと感じた。 

 2 つ目はルールの工夫によって男女の体力

差・技能差を縮めることができたことである。

特に今回のミックスバスケットボールでは、

①ドリブルを禁止したこと②異性へのディフ

ェンスができないこと③接触プレーを禁止し

たことが有効であった。ことが必要であるた

め、さらに検討していく必要がある。 

 3 つ目は、男女共習でゲームを行うことで、

技能における劣等感を排除することができる

のではないかという点である。技能の低い男

子生徒は、共習で行うことによって、別習で

行っている時よりもミスが目立たずに、劣等

感を抱くことなくゲームに馴染むことができ

る。しかし、技能の低い女子生徒については、

共習で行うことで、さらに劣等感を抱くこと

もあるかもしれないので、さらに検討してい

く必要がある。 

 4 つ目は、運動が得意な生徒が自分のプレ

ー以外にも楽しさや面白さを見出すことがで

きたことである。特にバスケットボール経験

者においては、単元前半は自分のプレーが上

手くいくことにやりがいを感じていた様子で

あったが、単元が進むにつれて、チームメイ

トが活躍できるようにアシストするプレーや、

作戦の話合いにおいてやりがいを感じていた。 

 5 つ目は、体育の授業以外の場面での生徒

同士のやり取りが活発になったことである。

筆者は配属学級の給食や清掃、HR の活動に

FWⅠから参加していたが、FWⅡの授業実践

中では、食事中や活動中の男女間の関わりが

1 学期に比べて増え、教室の雰囲気が明るく

なった。 

 

6.2 今後の展望 

 今回の授業実践では、球技ゴール型ゲーム

を取り扱った。男女共習を行う中でルールの

工夫は必須であるが、特に運動が得意な生徒

にとっては制約が多いため、不満やどこか物

足りなさを感じながら授業に参加している様

子も見られた。運動が苦手な生徒だけでなく、

そのような生徒たちにも教師側が配慮をして

いく必要があり、考えていかなくてはならな

い。また、他の領域についても同じことが言

える。 

筆者は、来年度 4 月から中学校の保健体育

科の教員になる。これからの時代を生き抜い

ていくには、多様な他者と関わり合いながら

教育を進めていく必要がある。そのための男

女共習体育授業であると考えている。どの領

域においても、まずは男女共習で進めていく

ことを前提に授業づくりを行っていきたい。

FW や大学院の講義で学んだことを生かし、

生徒一人一人の可能性を広げられるように

精進していく。 
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１） 文部科学省（2018）中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説体育

編、東山書房 p.236 

２） 文部科学省（2018）中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説体育

編、東山書房 p.15 

３）加藤凌・佐藤善人（2023）中学校保健体育教師の男女共習体育授業に

対する認識に関する一考察：体育教師の職業的社会科の視点から、スポー

ツ教育学研究 2023.Vol.43,No1,pp.13-31 

４) 佐野信子（2004）男女共同参画社会実現に資する学校体育の在り方に

関する研究 -学習グループの編成に着目して- 

５）佐野信子（2004）男女共同参画社会実現に資する学校体育の在り方に
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1.緒言 

現代では、スマートフォンやタブレット

などの電子機器の普及が進み、教育現場で

も GIGA スクール構想や DX 化による ICT 機

器の活用が進んでいる。教職大学院のフィ

ールドワーク校である NU高等学校は文部

科学省により「DXハイスクール」に採択

され、体育活動において多くの ICT 機器が

配備されている。ICT 機器はスポーツ活動

において、練習や指導、試合等で活用され

る事が一般的になってきている。それによ

って従来のスポーツ指導の在り方と大きく

変化しつつあると考えられる。多くのスポ

ーツでは、ハイスピードカメラによる撮影

や、GPS を用いた動画分析、モーションキ

ャプチャーによる動作分析が行われてい

る。しかし、剣道種目においては ICT 機器

を活用した研究があまりされていない状況

である。 

この背景として、全日本剣道連盟(2025)

は「剣道は剣道具を着用し竹刀を用いて一

対一で打突しあう運動競技種目とみられる

が、稽古を続けることによって心身を鍛錬

し人間形成を目指す武道である」と定義し

ている。この事によって ICT 機器を使用す

る事は、剣道の競技化を促進するものであ

るため、剣道家が避けているのではないの

だろうか。また、剣道には「師弟同行」や

「守破離」という言葉があり、師弟関係が

強く、師匠と弟子が実際に竹刀を合わせな

ければ教えることができないものや、古き

を学ぶことが稽古であり、基礎を忠実に行

うことが重要であるため、ICT を活用せず

に指導することが多いと考えられる。 

しかし、他の競技では、ICT の導入によ

り競技レベルが向上しており、日本人選手

が今までよりも世界で活躍できるようにな

ってきている。人間の力だけではできな

い、選手の動きの数値化や、選手のプレー

範囲、より緻密な戦術など数多くのことが

ICT 機器の導入により、可能になってい

る。この事からパフォーマンス向上に繋が

り、今までにない視点から、生徒の指導

や、生徒自身のプレー中の意識にも変化が

あると考えられる。剣道でも ICT 機器を使

用することで選手のパフォーマンス向上に

も繋がり、生徒の自主性や、顧問と生徒間

での意見交流の場も広がり、生徒へのフィ

ードバックがより効果的になることも期待

される。 

剣道でも同様に、ICT 機器を使用する事

により、従来の剣道の指導法であった、実

際に剣を交えて指導する事、生徒に見本を

見せて行わせる稽古法だけではなく、自分

自身の動きを客観的に見る事による分析、

評価を行わせ、随時、生徒にフィードバッ

クすることで、今までの稽古法と他競技の

行っている指導法を組み合わせる事によっ
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て剣道における、更なるパフォーマンス向

上や、剣道に対する理解が深まると考え

た。 

 

2.方法 

本研究の研究対象は、剣道を専攻してい

る NU高等学校の生徒８名とした。剣道の

専攻実技授業及び部活動においてタブレッ

ト端末を使用し、生徒の稽古動作を撮影

し、市販の動作解析アプリケーションによ

る動画解析を行い、指導前と指導後の動き

を比較した。その結果を生徒にフィードバ

ックし、その効果を検討するためのアンケ

ートを実施した。 

2－1研究対象  

本研究は、NU高等学校剣道専攻生男子

８名を対象とした。 

2－2研究対象動作 

研究対象の動作として以下の３つを取り

上げた。 

・面打ち 

・突き 

・正面素振り 

なお、各動作は生徒が選択して行った。 

2－3撮影方法 

タブレット端末(Apple 社製.iPad 

MPQ03J/A.iOS18.0.1)を用い、標準の「カ

メラ」アプリケーションにより、撮影速度

30fps、解像度 1920×1080 にて対象動作を

撮影した。 

2－4動作分析について 

撮影した動画を動作解析アプリケーショ

ン（SPLYZA 社製 SPLYZA motion1.29.2）

にて解析した。本研究で用いた解析項目は

以下の通りである。 

・剣先の速度 

・体幹の前後傾角 

・身体重心の変位 

・頭頂の変位 

2－5アンケート 

2－5－1 アンケートの方法及び内容 

生徒に対する動作分析結果のフィードバッ

クののちに、その効果を見るためのアンケ

ートを実施した。アンケートは、Google

フォームを用いた。 

2－5－２アンケートの分析方法 

動画解析及びそのフィードバックの効果

を明らかにするため実施したアンケートに

ついて以下の方法で分析を実施した。 

数値で表される回答については、google

フォームの結果表示機能から得られるヒス

トグラムを用いた。 

文章での回答については、株式会社ユー

ザーローカルが無料で提供している

「UzerLocal テキストマイニング」

（https://textmining.userlocal.jp/）よ

り分析を行った。 

テキストマイニングの内容は、品詞毎の

発言頻度のヒストグラム及び、それに基づ

くワードクラウドを採用した。 

 

3.結果と考察 

3－1モーションキャプチャー 

動作解析アプリケーションのモーション

キャプチャー機能は、本研究においては、

正確な制度を維持する事は難しかった。竹

刀の高速移動や、袴、防具の着装により、

モーションの焦点が合わないことが多かっ

た。ただし、素振りの動作解析では、他者

と交差することがないため、対峙して行う

基本技に比べ、比較的正確なデータが取れ

ている。 
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3－2アンケート調査結果の語彙分析 

 テキストマイニングを活用した語彙分析

では、できていることについては、動詞の解

答が多く、動きに着目することができてい

る。できていないことについては、名詞の回

答が多く、動き以前の静的な事象で回答し

ていることが多い。この背景として、できて

いることは、できるための動きのイメージ

があるが、できていないことは、動きのイメ

ージがついていないため、そのことを表現

することが難しいことによると推察される。 

 

4.総括 

本研究において明らかにされたことは、モ

ーションキャプチャーとアンケートを併用

することで、生徒のモーションキャプチャ

ーから得られる客観的データとアンケート

から得られる主観的データから、個々にお

いて、課題発見し、課題解決に向けた方向性

を明確にすることが出来た。加えて、指導前

と指導後における、客観的データの向上が

確認され、フィードバックの重要性が示さ

れた。 

 また、本研究では、相手に対して面打ちな

ど、オープンスキルの解析を多くしたため、

相手との交差により、モーションの焦点が

合わず、正確なデータが得られないことが

多かった。一方で、素振りなどのクローズス

キルでは、比較的正確なデータを得ること

が出来た。 

 今後の課題として、現時点では、モーショ

ンキャプチャーの AI の限界により、素振り

等、クローズスキルでの有効性は示唆され

たが、剣道にとって、相手と対峙して行うオ

ープンスキルも重要視されるため、オープ

ンスキルで有効に活用する方法も検討して

いきたいと考える。 

 

5．参考・引用文献 

1）福本修二, 剣道の打撃動作に関する一考

察(左足の引きつけについて) 慶應義塾大

学体育研究所紀要 Vol.14,No.1, 1974.12, 

pp.51-59. 

 

2）全日本剣道連盟 

https://www.kendo.or.jp/(2025 年 1 月 11

日閲覧) 

 

3）鈴木 大介， 三村 泰成， 廣井 美和

(2020)剣道の正面打ちにおける各身体部位

の動作についての検討 

https://www.tsuruoka-nct.ac.jp/wp-

content/uploads/2020/03/kiyou54_04.pdf 

(2025 年 1月 15 日閲覧) 

 

4）鈴木大介, 三村泰成, 廣井美和, 剣道の

素振りを含めた下肢の動作解析 平成 27 年

度スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス

2015, B-32 

 

 

 

 

-  13  -



-  14  -



⼥⼦サッカー専攻学⽣のトレーニングにおける 
活動パラメーターの活⽤とそれによるフィードバックの効果 

実習責任者 松井敦典 
⾼度教育実践専攻 
教科・総合系 
保健体育科教育コース 
船⽥光希 
 

I 緒言 

近年、スポーツ活動における ICT 技術の

活用が進み、GPS デバイスやモーションキ

ャプチャーが選手のパフォーマンス評価や

トレーニング効率化に利用されている。こ

れにより、従来の経験や感覚に基づく指導

を補完し、科学的なアプローチが可能とな

った。特に、選手個々の運動特性を分析

し、個別化された指導が実現できる点で注

目されている。 

GPS デバイスを活用した研究として、大

学男子サッカー選手を対象にポジションご

との運動特性を数値化した事例（向本ら、

2014）があり、トレーニングプランや戦術

分析に応用する可能性が示された。また、

筆者はスペインでのサッカー指導者研修を

通じて、女子高校年代のサッカーチームで

GPS デバイスの活用を目の当たりにした。

そこでは、日々の練習や試合で収集された

データを用い、選手ごとの活動パラメータ

ーを分析していた。この実例から、科学的

データに基づくフィードバックが選手個人

やチームのパフォーマンスの向上に大きく

寄与する可能性を感じた。 

研究対象の NU 高校では、ICT 活用が積

極的に進められているが、先行研究では女

子選手を対象としたものが少なく、ICT 活

用が選手のトレーニングに関する主観的評

価や自己認識に与える影響についても十分

に検討されていない。本研究では、女子サ

ッカー選手を対象に GPS データとアンケー

トを用いてトレーニングに関する客観デー

タと主観データの関係を分析し、データに

基づくフィードバックが自己認識能力に与

える効果を検証する。本成果は、教育現場

における ICT 活用の可能性を示し、効果的

な体育指導法を提案するものである。 

Ⅱ 研究方法 

1.研究対象となる活動 

 本研究は、徳島県唯一のスポーツ科を有

する NU 高等学校の女子サッカー専攻学生

14 名を対象に実施した。専攻実技授業や

課外活動（各約 2時間）を通じてデータを

収集した。 

2.実験場所・期日 

 本実験は NU 高等学校のサッカーグラウ

ンドにて、2024 年 10月 25日から 11月 8

日の期間で行った。 

3.データの取得方法 

3-1.活動パラメーター 

測定方法：GPS デバイス（SPT社製）で得

たデータを専用ソフト「GameTraka」で解

析し、以下の項目を分析した。 

・総移動距離 

・スプリント回数 

・ワークレート 
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・平均努力指数 

3-2 主観データ 

測定方法：練習後、Googleフォームを用

いてアンケートを実施。 

内容は以下のとおりである。 

・推定スプリント回数 

・推定総移動距離 

・疲労感（10段階評価） 

・集中力（10段階評価） 

・モチベーション（10段階評価） 

4.分析方法 

GPS デバイスによる客観データとアンケ

ートによる主観データを統計解析ソフト

「JMP11」（SAS社製 バージョン 11.2）を

用いて統計処理を行い検討した。尚、検定

の有意水準は 5％未満に設定した。 

Ⅲ 結果と考察 

1. 客観データと主観データの関連 

収集した客観データ（GPS）と主観データ

（アンケート）の相関を分析した。 

1-1 疲労感と総移動距離： 

疲労感と総移動距離に強い相関

（r=0.6678, p<0.001）が確認され、多く

移動するほど疲労感が増加する傾向が示唆

された。 

1-2 モチベーションと総移動距離： 

モチベーションと総移動距離には中程度の

相関（r=0.3468, p<0.001）があり、モチ

ベーションが高い選手ほど移動距離が多い

可能性がある。 

1-3 集中力とスプリント回数： 

集中力とスプリント回数には弱い相関

（r=0.2068, p<0.001）が認められた。 

考察：客観データと主観データの組み合わ

せで選手の状態を把握できる。心理的要因

を考慮した指導がパフォーマンス向上に寄

与する可能性がある。 

2. 初期と終期の客観データの比較 

研究対象期間中 9回の測定機会のうち最初

の 3 回を初期、最後の３回を終期とし、そ

れぞれの活動パラメーターを比較した。 

2-1 総移動距離： 

終期で平均値が増加したが有意性なし。負

荷管理が適切に行われた可能性が示唆され

る。 

2-2 スプリント回数： 

終期で減少傾向があったが有意性なし。 

2-3 平均努力指数：終期でわずかに増加し

たが有意性なし。運動負荷への適応が示唆

される。 

2-4 ワークレート：安定した運動強度を維

持していた。 

考察：全体的に運動量や運動強度は安定し

ており、適切に管理されていた。 

3. 初期と終期における主観データの自己

認識精度 

3-1 総移動距離： 

初期の相関（r=0.5048）に対し、終期で相

関が大幅に向上（r=0.9362）。選手が総移

動距離を正確に把握できるようになった。 

3-2 スプリント回数： 

初期の相関（r=0.4961）に対し、終期で大

幅に向上（r=0.9462）。選手がスプリント

回数を正確に把握できるようになった。 

考察：初期と終期の主観データ（アンケー

ト）と客観データ（GPS）の相関を比較し

た結果、自己認識精度の向上が確認され

た。GPS データを基にしたフィードバック

の効果であると考えられる。 
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Ⅳ 総括 

本研究では、以下の点が確認された。 

○疲労感やモチベーションなどの心理的要

因が総移動距離に影響を与える可能性が

あること。 

○活動量や運動強度の安定性を維持するた

めの負荷管理の有効性 

○継続的なフィードバックを通じて、選手

の自己認識能力が向上すること。 

 これらの知見は、今後のスポーツ現場に

おける選手の指導や活動内容の策定にお

いて重要な示唆を与えるものである。 

Ⅴ 主な参考文献 

○SPT（2015）SPT の使い方 

SPT Sports, 

https://www.sportsperformancetracking.jp/ 
（2025 年 1月 15 日閲覧） 

○向本敬洋・伊藤雅充・野村一路・西條

修光（2014）GPS 機器を利用した大学

男子サッカー選手における各ポジショ

ンの Time-motion 分析,コーチング学研

究,27（2）,pp215-223 
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児童が主体的に取り組むための教師の関わり 
〜教師中⼼から⼦ども中⼼へ〜 

⾼度学校教育実践専攻            実習責任教員 湯⼝雅史  
教科・総合系                実習指導教員 泉 彩夏 
保健体育科教育コース  
江⼝凜  
 
１ テーマ設定の理由  
（１）主免教育実習での反省点  
 筆者は,⼤学院２年の時に参加した主免
教育実習で授業実践をした際に,⼦どもの
学びを考慮しない授業を⾏なってしまった。
⼦どもが考えて取り組んでいる場⾯や,後も
う少しで答えに辿り着けるかもしれない場
⾯で,⼦ども達が求めていないのに,教師か
ら答えを先に提⽰してしまい,⼦どもたちの
学びの場を奪ってしまったのである。その
結果,⼦どもは⾃ら積極的に考えなくても,
答えを受け取ることができるのである。こ
のように,⾃ら学ぶという⼒を弱めてしま
ったのではないかと反省している。  
（２）教科教育 FW A  
 R６年度教科教育 FW A では徳島市の S
⼩学校５年⽣に配属され,ベースボール型
の単元を観察した。実習担当教員（以下教
師）は,社会構成主義の⽴場に⽴った授業を
進めており,⼦どもは主体的に授業に参加
している印象を受けた。単元の始めに,⼦ど
もにベースボール型のアンケートを⾏なっ
た時,半分以上の⼦どもが「好きではない」
と答えていた。それらのアンケート結果を
踏まえて,教師はどの部分を不安に感じてい
るのか,何に困っているのか,事前にどこで
つまずきそうか,どのように学びが深まって
いくのかなどの単元を通しての学びの⾒通
しを整理して,単元を構想していると伺っ

た。 実際の授業では,３つのコートに分かれ
て試合をしており,教師は常に運動場全体を
⾒渡しながら,関わりが必要だと判断した
場⾯では,積極的に⼦どもに関わっていた。
⼦どもが疑問に思っている,問いに対して悩
んでいる場⾯でも,教師から答えやヒント
を提⽰する場⾯は⾒られなかった。困って
いる場⾯を教師が整理してあげ,「どうす
る？」と教師が問いかけることで,悩んでい
た⼦どもから「こうしてみたらいいんじゃ
ない？やってみよう」と主体的な発⾔が⾒
られた。このような経験を踏まえ,⼦供への
関わり⽅を整理すると,私の主免実習での
授業実践は,⼦ども主体の授業をしたいと
考えてはいたが,実際は教師が主導する授業
になってしまっていたのではないだろう
か。  
主免教育実習・教科教育フィールドワーク

A の経験から,教師が授業をつくるのではな
く,⼦どもが主体的な学びをつくっていく授
業を実践したいと思うようになった。  
２ 学習理論の探索  
（１）客観主義と構成主義の⽴場の違い  
 「客観主義は,教授に重点が置かれ,事前に
教師によって⽣徒のレベルに合った⽬標が
決められ,教授内容を分析,構造化し,教師か
ら⽣徒への知識・技能の伝達を効率的に⾏
うことに関⼼が払われる。⼀⽅,構成主義で
は,学習に重点が置かれ,学習者の取り巻く
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社会的な状況,実際の⽇常⽣活に関する意
欲,他者との相互作⽤などの実体験を通して
学習することに関⼼が払われる。与えられ
た知識を吸収することよりも,学習者⾃ら
が問題を⾒つけ,解決⽅法を探ることので
きる⼒,メタ認知能⼒を養うことに重点が
置かれている。」と久保⽥（1995）¹⁾は両者
の前提の違いを端的に整理している。  
（２）運動の特性と学習観  
 松⽥（2016）²⁾は「『⾏動主義』の学習観
とは,『できること』が学習だと考え,教師の
仕事は『できるようにしてあげること』だと
捉える学習観である。これに対して『社会的
⾏動主義』では『わかちあうこと』が学習だ
と考え,教師の仕事は『整えてあげること』
『参加を促し⽀えること』だと捉える学習
観である。」と述べており,教師の役割は⼦
どもが主体となり学習を進めていくことが
できるようにすることと考えていることが
わかる。 主免教育実習の授業をふり返って
みると,「客観主義・⾏動主義」の学習観が
強く働いていたのではないかとふり返る。 
（３）「PMメソッド」を⽤いた実践研究  
 福本（2015）³⁾が⾏なった実践研究は「客
観主義」の前提に⽴っていた A 教師の授業
が「PMメソッド」によって「構成主義」に
志向する授業へと改善された実践事例であ
る。  
 A 教師は「⼦ども主体の授業に改善した
い」と思っているが,実際は「教師主導」の
「客観主義」による授業から抜け出すこと
ができずに苦しんでいる。⾃⾝の授業を改
善するために「PMメソッド」を活⽤し,「客
観主義」による指導⾏動が無意識に不適切
な形で出現してしまう「授業の癖」を視覚化
した。そこで「PM式指導類型」を適⽤して

授業診断を⾏い,その結果に基づいて「構成
主義」を志向するための処⽅箋を提⽰し,授
業改善を⾏なった。８つの指導⾏動を授業
で意識することによって⾃らの指導⾏動の
癖を克服することができたことから,短期
的で授業改善を図ることが可能になること
が⽰された。  
３ 研究⽅法  
①社会構成主義の⽴場に⽴った授業づくり

のための論⽂や⽂献を探索し,理論を深
め実践に⽣かす。  
②教科教育フィールドワークBにおいて,

授業実践を⾏い,授業の様⼦を PMメソ
ッドを⽤いて処⽅箋を作成してもらい,フ
ィールドワークCの授業実践の⾒通しを
もつ。  
③教科教育フィールドワークCでは,フィ

ールドワークBでの改善点を⽣かし,授
業実践を⾏い,フィールドワークBと同
様に PMメソッドを⽤いて振り返り,変
化をまとめる。  
４ 引⽤・参考⽂献  
１）久保⽥賢⼀（1995）「教授・学習理論

の哲学的前提：パラダイム論の視点か
ら」⽇本教育⼯学雑誌 18,pp.219-231  

２）松⽥恵⽰ 「遊び」から考える体育の
学習指導 創⽂企画 pp23  

３）福本義久 構成主義を志向した授業改
善を図る枠組みの実践研究―PM 式指
導類型による「PM メソッド」の提唱
― 四天王寺⼤学紀要 60 号 2015  
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⼦ども⾃ら粘り強く考えつづけることができる授業実践 

− 教師の⼿⽴てに着⽬して −
 
⾼度学校教育実践専攻 
教科・総合系 
保健体育科教育コース 
杉本 博則 
 
1． テーマ設定理由 
（1）主免教育実習のふり返り 

令和６年度主免教育実習に参加した。配
属校は，板野郡内の K ⼩学校で，授業実践
や学級経営，児童との関わり⽅等，教育を⾏
う難しさを痛感した。 
授業は，算数, 国語, 社会，体育の実践

を⾏った。 
実際に授業実践をする中では，児童が思

考しながら，⾃らのペースで学べる授業を
⽬指したが，全く思い通りにはいかず逆に
児童を思考停⽌の状態にさせる場⾯もあり，
授業の難しさを感じた。その要因として，多
様な児童がいる学級において児童全員が,
教師の考えたゴールに向かって学習をする
⽅法をとってしまったことである。評価授
業では，算数の授業を⾏った。校⻑先⽣から
は，「児童が⽴体の体積の求め⽅において，
いろんな解き⽅があることを知り，なぜそ
うなるのかを深められるような⼯夫がなか
った」という指摘をいただいた。実習責任教
員との振り返りにおいても，「児童の思考を
広げる機会を作ることができていなく，教
師のひとりよがりの授業であった。⼦供に
どのような⼒をつけたいのか⾒えてこなか
った。」と厳しい意⾒をいただいた。 

 

 
実習責任教員 湯⼝雅史 

       実習指導教員  齋藤祐⼀ 
 
 
 

(2)FW A でのふり返り 
FW A では，徳島市内の K ⼩学校におい 

て、低学年のクラスに配属され，主に授業観
察を⾏なった。国語の授業を観察する中で
は，児童がそれぞれ⾃分の課題を持って学
習を進めている姿を⾒ることができた。お
もちゃの作り⽅を考える学習では，学習内
容を⾃分ごととして捉えることができるよ
うに学習課題を提⽰し，課題意識を持ちや
すく⾃ら思考し解決に向かうような⼯夫が
されていた。 
（3）附属⼩学校の実践 
 昨年の 10 ⽉,附属⼩学校で４年⽣の体育
の授業実践を観察した。前時のふり返りを
全体で⾏う中で，児童⾃ら本時の⾃分のめ
あてを明確化させて挑戦活動に向かってい
た。学習は，⾃⾝の挑戦を振り返り,また挑
戦していくという児童⾃らが学びを進めて
いく姿を観察することができた。前時の振
り返りに教師がかかわることで,児童が学
習の⾒通しを持ち⾃らのペースで，挑戦し
ていた。⾒通しを明確にさせることで,児童
⾃⾝で思考を深めながら授業に取り組むこ
とが出来たのではないかと感じた。 
 これらのことから,教師が学習内容を段
階的に与えるのではなく,児童⾃らが粘り
強く考え続け，課題解決に向かうことを⽀
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援できるような授業実践⼒を⾝につけたい
と強く思った。 
2． 取り組みたい学習の姿 
（1）学習指導要領 
 ⼩学校学習指導要領（H 29年告⽰）1）に
おいては,「児童が学習の⾒通しを⽴てたり
学習したことを振り返ったりする活動を，
計画的にとり⼊れるようにすること」と記
載されている。このことは，児童⾃⾝が学び
を⾃ら進めていくことができる授業づくり
の必要性を記している。 
（2）粘り強く取り組む 
 中央教育審議会（2016）２）は,「学ぶこと
に興味や関⼼を持ち,⾃⼰のキャリア形成
の⽅向性と関連づけながら,⾒通しを持って
粘り強く取り組み,⾃⼰の学習活動を振り
返って次につなげる」と記している。つまり,
児童⾃らが学びに対して,失敗したり，成功
したりする中で粘り強く取り組む⼒を⾝に
つけることが⼤切である。 
（3）授業で⼤切にすること 
 塚⽥毅（1976）３）は，「⼀定の問いに対し
て⼀定の答えを『覚える』ことではなく，あ
る問いに対して，あれでもある，これでもあ
る，あれではないか，これではないのか，と
いった答えを探していく，問いに対して答
えを，どう結びつけ，どう関連づけていくか，
そこに『考える』ということの基本があるわ
けである。そうすることによって⼀層深い
存在の認識に達することができる。」と述べ
ている。体育授業に置き換えて考えると，挑
戦し考え続けることで児童⾃らの学びを深
めることができると考える。 
3 先⾏実践 
 ⼩林（2021）４）は，「考え続ける⼒」をつ
ける授業を⽬指し，学⽣への動機づけに焦

点を当てた研究を⾏っている。学習者に，知
識・技能の習得や思考⽅法，発想・アイデア
が広がっていく⾃覚をもたせ，考えること
の楽しさや算数の良さを実感させる取り組
みでは，認知と情意を⼀体化させ,「考え続
ける⼒」をつける授業への⼀考察になり得
たと⽰している。 
4．実践の⽅法 
① 「考える」ことをキーワードにした実践
報告や,効果的な指導法について記載さ
れている実践報告をあたる。 

② 教科課題 FW Bにおいて，児童が考え続
けられる授業実践を⾏い，授業のふり返
りシートから児童の学びの様⼦を知る。 

③ 教科課題 FW Bでの分析結果から、改善
をした授業実践を FW Cで⾏う。FW B
同様に，授業の振り返りと児童のふり返
りシートについてテキストマイニング
を⾏い，授業を分析する。 

5．分析⽅法 
 授業における児童の学びの様⼦を記した
振り返りと児童が書いた振り返りシートに
ついて，テキストマイニングを⾏う。 
6．引⽤参考⽂献 
1）⽂部科学省（2018）⼩学校学習指導要領
（平成２９年度告⽰）解説 総則編 東洋  
館出版社 p184  
2）中央教育審議会「幼稚園、⼩学校、中学
校、⾼等学校及び特別⽀援学校の学習指導
要領等の改善及び必要な⽅策等について
（答申）」2016 
3）塚⽥毅 第⼀章 考える⼒の⼼理 p22 
考える⼒を育てる 児童⼼理選集 1976年 
4）⼩林広利（2021）「考える⼒」をつける
授業に関する⼀考察 −学⽣への動機づけ
に焦点を当てて− 
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主体的・対話的で深い学びを実現する授業 

―共感性に着目して― 

実習責任教員 湯口雅史 

高度学校教育実践専攻                    実習指導教員 南隆尚 

教科・総合系 

保健体育科教育コース 

灘野大輔 

 

１テーマの設定の理由 

（1）学生時代の体育 

 筆者は、高校時代に理数科に所属してお

り、体育の授業において積極的でない生徒

が多くいたのを覚えている。しかし、校内

球技大会において理数科内だけでチームを

作り大会に臨んだ際に、授業で見ることが

できない、積極的な取り組みを経験するこ

とができた。共感的な関係が取れていれば

取り組む姿勢が大きく変わるのだと驚いた

のを覚えている。先に述べた体育授業で

は、共感的な関係が構築されてなかったの

かもしれない。藤谷（2010）¹も、「友達と

一緒に挑戦するという体育授業での共有体

験によって、できた喜びを分かち合うとこ

ろに共感を軸とした協働的な学びの本質が

あると考えられる。」と述べている。この

ように、友達と密になって行う体育の授業

の中で、多くの学びを得るためにも共感性

が重要な鍵になると考える。 

（2）教科教育課題設定 FW 

本年（R6）度に行われた FW_A では鳴

門教育大学附属中学校に配属された。マッ

ト運動・バスケットボール・バレーボー

ル・サッカー・ハードル走の授業に観察や

補助として参加した。どの授業も生徒同士

で話し合う姿を見ることができ、共感的な

学びが行われているように見えた。しか

し、その話し合いは決まった人とのかかわ

りが多かった。ソフトボールの授業に補助

として参加した。キャッチボールの際に投

げることに苦手意識がある生徒が相手から

厳しい言葉をかけられていた。この 2 人に

は共感的な関係が構築されていないと理解

した。また、課題探求という授業におい

て、身体に障害がある人も参加できる運動

を生徒同士の話し合いで決めていくという

場面において、男子生徒と女子生徒数人で

班を組んで活動をしていた。しかし、男子

生徒同士と女子生徒同士で完全に分かれて

話し合いが進み、互いの意見を聞いて共感

するということが難しかった。 

授業実践でソフトボールの授業を行った

際にソフトボールのコート 2 面つくり、試

合を行った。一人で、生徒一人一人のプレ

ーをすべて見てアドバイスなどを行うこと

はとても難しいと感じた。だからこそ、生

徒同士互いに気づきやアドバイスをできる

環境を整えておくことで、学びもより深く

なると考える。さらに、マット運動の授業

に参加した。単元最後の発表会に向けての

授業であった。その際は、生徒同士で自然

に班を組んでおり、自分ができない技をで

きる友達に聞いていた。先生が一人しか関

わることができない状況で、認め合い教え

合い活動が実現すれば、多くの学びが得ら

れるのではないかと感じた。藤谷（2010）
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¹も子供同士で特有の表現を用いたコツを

見つけ出し、個々の課題の達成へ向けての

教え合いや話し合いがこれからの体育の授

業には有効と述べている。これらのことか

ら、体育の授業の中でどのように進めるこ

とで共感性が育くまれていくのかの方法を

知りたい。 

２先行研究 

藤谷（2010）¹は、社会生活を営む上

で、人とコミュニケーションを取ることは

必要不可欠であると述べている。また、川

井、菅野、山崎（2022）²は、共感性は異

質な集団における多様性を理解する姿勢

や、自律的・相互作用的な学びにつながる

能力の一つとして、重要な位置を占めてい

ると述べている。このことから、社会に出

た際に様々な場面や集団で行動するために

共感性は欠かせないと感じた。よって共感

性を培う授業を行うことが必要だと考え

る。 

さらに藤谷（2010）¹は、これからの体

育の授業では、生徒同士での教え合い・話

し合いが運動技能の向上にも有効に働く、

共感を軸とした体育の授業の重要性を述べ

ている。この研究では、体育の授業におい

ての共感性をどのように引き出すのかにつ

いては書かれていなかった。川井、菅野、

山崎（2022）²は自己開示は、世間話をす

る第一段階、知り合いに関する話題や軽い

関心ごとを取り上げる第二段階、自分の意

見や考えをいう第三段階、感情を表す第四

段階に発展するとしている。自己開示は他

者に感情を理解してもらうために必要な要

素であり、授業の流れもこの段階に沿って

考えることで共感性の向上に大いに生かせ

るのではないだろうか。小野寺、松本

（2016）³は、授業におけるチーム固定に

よる効果についての研究している。チーム

を固定することで、「仲良くなることに役

立つ」→「バスケがうまくなるのに役立

つ」→「バスケを理解するのに役立つ」と

いう形ができており、チーム固定により、

関係性が築け、教え合うという環境ができ

たと考えることができると述べている。し

かし、現学習指導要領(H29 告示)では、多

様性が叫ばれ、どこでもだれとでもをキー

ワードに共感性を持ちながらスポーツを楽

しむ力が求められている。このような力を

育むことができる体育の授業について、そ

の考え方・環境づくり・生徒のかかわり方

等から探っていきたい。 

３研究方法 

① FW _B では、体育の授業を観察し、

生徒同士のかかわり方を見ていく。 

② 行う種目によって話し合いの活発度に

どのような差があるのかを観察する。 

③ 生徒同士の共感性、生徒同士で学びを

深める環境づくり等について、FW_B

を通して検討し、FW_C での実践に生

かす。 

４引用文献 

1. 藤谷かおる 体育授業における共感性

の構成因子の検討―性差におよび校種

間差の観点から― 

2. 川井良介、菅野慎太郎、山崎紀春 

スポーツチャンバラを教材とした大学

体育授業における受講者の共感性及び

社会的スキルの変化 

3. 小野寺惠介・松本真 大学生の授業に

おけるチーム固定による効果について

―球技・バスケットボールの事例によ

り― 
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「今持っている力で楽しむ」をキーワードにした授業実践 

～子どもの技能差に着目して～ 

 

高度学校教育実践専攻                   実習責任教員 湯口雅文 

教科・総合系保健体育科教育コース             実習指導教員 齋藤祐一 

24849058 原健太郎 

 

1 テーマ設定の理由 

（１）FWA での授業実践 

 FWA では F 中学校に配属され，中学 3

年生男子を対象にサッカーの 1・2 時間目

の授業を行った。1 時間目はボール操作の

感覚を思い出せるようパス練習を行い，2

時間目では攻防交代制の簡易ゲームを行っ

た。2 時間目の授業について，筆者の意図

としては，次回以降の本ゲームに繋げられ

るようなタスクゲームとして攻防交代制の

ゲームを行ったが，私の意図とは異なり面

白味のないゲーム構想となってしまった。

その要因として，生徒ごとの技能差がゲー

ム内で浮き彫りとなり，意欲の低い生徒や，

ボール操作が上手くない生徒が参加しづら

いゲーム展開となってしまった点や，ルー

ルを複雑化し，サッカー経験者しか理解で

きていなかったことが考えられる。この経

験から，生徒が技能差を意識せず，自らの

力で意欲的に取り組める授業作りをしたい

と強く感じた。 

（２）中学校と小学校の体育授業の違い 

 筆者はこれまで，様々な機会を通じて中

学校や小学校の体育授業を参与観察してき

た。その中で感じたことは，中学校の体育

授業は技能の向上を大切にしていることに

対して，小学校の体育授業ではその運動が

持つ魅力を大切にしていることである。  

実際に FWA にて中学校の体育授業の観

察をした際，実習担当教員の方から中学校

の体育授業ではスポーツ特有の技能を高め

ることで楽しむことが大切であるとご指導

をいただいた。この発言からも，中学校の

体育授業は技能向上を前提として成り立っ

ているものであることが考えられる。 

一方，小学校の授業は，初めに活動の場

と条件を提示し，その場の中で児童自身が

どのように取り組むかといった児童に学び

を委ねた授業展開をされていた。この授業

を振り返った時に，運動の持つ魅力を提示

することで，その提供された場の中で個々

に合った課題を見つけ,一人一人が自身の

ペースで成長をしていくといった児童の自

主性を大切にした授業展開をしているので

はないかと考える。 

 

２ 先行研究 

（１）「楽しい体育論」とは 

 全国体育学習研究会は，1979 年に提起

し，80 年代を通じて実践を積み重ね，カ

リキュラム論を中心とした「楽しい体育論」

というモデルを開発した。広義には，楽し

さを重視する体育活動一般を意味し，狭義

には，「運動の楽しさ」を「学習の目的・

内容」として学習を組織する体育を意味す

るものであるが，この「楽しい体育論」で

は「今持っている力で楽しむ」というキー

ワードが挙げられている。「今持っている
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力で楽しむ」とは，子どもたちはどんな運

動種目であっても，プレーする何らかの能

力や技能をすでに持っているという子供有

能論の立場に立ち，その力を発揮して運動

種目を楽しめるように，学習の初めから配

慮しようという考え方である。このキーワ

ードで F 中学校の授業を行うことができれ

ば，生徒が技能差を感じることなく意欲的

に授業に取り組めたのではないかと考える。 

（２）「今持っている力で楽しむ」とは 

八代（2007）1）は「今持っている力で楽

しむ」というキーワードについて，「単元

を通してともに学ぶ仲間の力はさまざまで

あり，1 人ひとりのもっている力の違いを

意識しながら，どの子も運動の楽しさにふ

れる楽しさや喜びを味わえるようにする，

これが『今もっている力で楽しむ』という

段階の本来の意味である」と述べている。

また，「1 人ひとりが今もっている力とし

ての技能に焦点を当て，その違いを超えて

楽しさを味わうという共通の課題を解決す

ることと，あわせて技能の向上を個別的・

個性的に確保していくことが重要になるわ

けである」と述べており，今持っている力

を用いて運動を楽しむ中で技能を向上させ

るといった体育の授業としての在り方にも

重要性を述べている。 

（３）FWB,C での今後の展望 

筆者が FWA にて行った授業は，ボールを

足元でコントロールする技術が生徒に養っ

ている前提で行われたものであり，運動が

苦手な生徒にとって楽しいゲームとは言え

なかったと振り返る。実際に，ボールに関

わろうとせずにコートの端で傍観している

 

 

生徒も見られた。この振り返りから，

FWB,C の授業実践では生徒一人一人が

個々のもつ技能の差を悲観的に捉えるので

はなく，それぞれの違いを認め合ったうえ

で個々の成長を実感できる授業実践を行い

たいと考える。 

 

３ 研究方法 

① 楽しい体育論に関する文献や論文を読

み，理解を深めて実践に活かす。 

② FWB,C において，小学校での体育授

業の参与観察を行う。 

③ 筆者自身で「今持っている力で楽しむ」

をキーワードにした授業構想，授業実

践を行う 

④ 高橋ら（1994）が作成した形成的評価

法と記述式の振り返りシートを用い，

子どもがその授業の中で何を考え，ど

のように取り組んだかについて明らか

にする。 

 

４ 引用参考文献 

1） 全国体育学習研究会 HP 

2） 全国体育学習研究会 「楽しい体育」

の豊かな可能性を拓く 明和出版 pp19 

2007 

3） 高橋健夫  長谷川悦示  刈谷三郎 

「体育授業の『形成的評価法』作成の

試み：子どもの授業評価の構造に着目

して」 体育学研究 39 巻（1994）pp．

29～37 

-  26  -



編集・印刷・発行 

第 1 版令和 7 年 1 月 31 日 

保健体育科教育コース抄録集作成チーム 


	表紙
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